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学 校 教 育 目 標 ： ふるさとを愛し、主体的に学習し、自らの判断で正しく行動できる生徒 

め ざ す 生 徒 像 ： 素直で心豊かな生徒 ・ 自ら考え、主体的に学ぶ生徒 ・ 強くたくましい生徒 

宇久中生徒の５励行  ： 心のこもったあいさつをする 授業に集中する 生徒会活動や部活動に励む 

大きな声で校歌を歌う 清掃活動に力を入れる 

 

 

 

 校長室を出て、校舎を周っていると廊下や踊

り場にたくさんの掲示物があります。書写作品、

絵画、学校紹介のウェブサイト、学校の規則に関

する意見、制服の賛否、オリジナルの詩、高校調

べの結果、社会科の各地方を調べたレポートと

本当に多岐にわたる皆さんの学習の成果を見る

ことができます。さらに驚くのは英語で表現さ

れたものが多いということです（下線を引いた作

品）。一瞬、インターナショナルスクールかと思

うほどです。自分の中学生時代を振り返って、素

直に「すごいなあ～」と感心しています。 

せっかくの掲示です。自分の作品だけでなく、

他の人の作品にもしっかり目を通し、互いに意

見を交わすことが出来れば、さらに学びも深ま

るというものです。学校のあちらこちらに「学び

の足跡」があるというのは、とても素晴らしいこ

とですね。 

 

 

 

１ 予防接種を受けているといっても油断しな

いこと。もちろん、「自分はかからない」と変

な自信をもたないこと 

２ 「うがい、手洗い、マスク着用」

を実践すること 

３ せきエチケットを守ること 

４ 「早寝、早起き、朝ご飯」の基本的な生活リ

ズムを守り、体力の維持・向上に努めること 

 

 

 

 

ちょっと先の話になりますが、４月７日（日）に、

長崎県では県議会議員一般選挙が行われる予定で

す。もしかすると、前回の県知事選挙などと同様に

宇久地区は繰り上げ投票になるかもしれません。 

それはさておき、平成２８年に法

律が改正され、選挙人の同伴する子

供（１８歳未満）が投票所に入るこ

とができることになりました。つま

り、中学生の皆さんが実際に投票所

の中に入り、実際の投票の様子を見

学することが可能になっているの

です。 

 選挙権が１８歳から行使できるようになったと

いうことは、皆さんもすでに承知のことと思いま

す。「いざ投票」という前に、事前の勉強として選

挙（投票）に行ってみませんか。 

注意しましょう！ 

見学はＯＫですが、実際に投票される方の邪魔にな

るようなこと、係の方のお仕事の妨げになるようなこ

とは×ですので気をつけましょう。 

例：投票の代筆をする。 

投票している人の投票用紙を読み上げる。 

また、20 歳未満は特定の候補者を当選させようと

する行為・選挙運動を行なうことができませんので、

こちらも知っておきましょう。 

 

 学びの足跡 選挙に行ってみま
せんか 

インフルエンザに注意 

１月～３月の指針 

将来の自分を見据える ―志を新たに― 

○体験授業、入試、卒業式、修了式 など 



 

 

 

 
「１月行く月」と言うだけに、冬休み明けか

らあっという間に２月を迎えました。 
振り返って、１月には学生にとって大きな節

目が２つありました。 
一つは学生に限りませんが、「成人式」であ

り、もう一つが「大学入試センター試験」で
す。この２つが大きく変わろうとしています。 
「成人式」については、民法の改正により２

０２２年４月１日から成人年齢が１８歳になる

というものです。２０歳から１８歳へというこ
とで、特に高校では難しい問題も出てくるよう
ですが、中学校はと言うと、実は１８歳成人の
第１期生（？）は現在の中学３年生なのです。
つまり中学３年生は高校を卒業したら、立派な

「成人」というわけです。昨今「成人イコール
大人」とは言い切れないような気もするのです
が、社会全般としては、若者に早く自立するよ
う促しているのでしょう。 
「大学入試センター試験」については、２０

２１年度、現在の高校１年生から記述式問題を
増やした「大学入試共通テスト」になります。

考える力などを養うことを目的とした変更であ
ると聞いています。 
どちらも今、目の前にいる子供たちに大きく

関わる変化であり、中学校としても他人事では
ありません。今回の選挙に関する記事も然りで
す。有権者としての一票を投ずるということは
どういうことなのか。学校でその理屈をしっか
りと学ぶとともに、実際に投票所へ足を運んで
先輩である「成人」の皆さんの姿を見る。そう
いった形で学びを重ねることが大切であると思
います。選挙を例にあげましたが、知識を得る

ことと実践の場を踏むこと。その中で自分なり
の意見を持ち、それを他の人と交換してよりよ
いものにしていくこと。それが、これから求め
られる学力の一つの姿でもあるのです。 

 

 

 

 

 

ちょっと早いのですが、県選挙管理委員会から

長崎県議会議員一般選挙が本年４月７日（日）投票

で行われる予定との連絡がありました。 

昨年度もこの学校だよりで紹介した「子連れ投

票のススメ」を再度掲載します。これは島原市で行

われた「第 54回長崎県ＰＴＡ研究大会」において、

県選挙管理委員会から配布された資料です。内容

の骨子を紹介いたしますので、参考になさってく

ださい。 

子連れ投票のススメ 

 選挙は民主主義の根幹であり、皆様の意思を政治

に反映させる重要な機会です。 

 しかし、各種選挙において、特に若い世代の投票

率が低い水準にとどまっており、若者の政治離れが

進んでいる状況です。 

 これからの未来を担う子供たちが主体的に政治

参加（投票）をしていくため、保護者の皆様方に対

し、次の事項についてお願いいたします。 

●ススメ 一  

子供と一緒に投票所にいきましょう 

・選挙権のない１８歳未満の子供については、有

権者の同伴があれば投票所内に入ることがで

きます。「子供の頃に親が行く投票についてい

った経験がある人」は、ない人より将来の選挙

において投票する傾向があります。 

・未来を担う子供たちの主体的な政治参加のた

め、積極的に子供を投票所に連れていきましょ

う。 

●ススメ 二  

ご家庭で社会や政治の話をしましょう 

・「家族と政治の話をする人」は、しない人より

投票をする傾向があります。 

・このような話を家庭ですることは子供が政治

や社会について学び、考える重要な機会となり

ます。 
 

 

今年も 

子連れ投票のススメ 
 

２つの節目 

１２日（火）は学校開放日及び中
学校説明会です。お待ちしており
ます。 


